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就労、教育、医療、地域社会への適応等、様々な問題を生じている。
　このような状況下において、厚生労働省は10月に企業に対し外国人労働者の雇用・
滞室会厭
滞問衡佳はいる 拏咊
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　　•人口減少・少子高齢社会に向けたコンパクトな地域づくり
　また、当地域の景況感を把握するために「景気動向等に関するアンケート」を実施
し、６月、９月、12月、平成20年３月にそれぞれとりまとめ、「中部地域の景況感の
現状と見通し」として情報提供した。

税制委員会（委員長　飯田俊司）
○税制改正に対する提言
　わが国が安定した経済成長を維持していくためには、個人・企業の活力を最大限に
引き出すことが不可欠であり、直接税に偏った現在の体系から、負担が勤労世帯に偏
らず幅広い世代が公平に負担する消費税を中心とするものに移行するとともに、企業
の国際競争力を後押しするために法人実効税率を引き下げるU 丼
　【
３際4 消 税正に 代 ３ の枝税制委員会（ 率” 飯田俊司）　　•人口減少・媐ー
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もに、岐阜県が主催する観光の勉強会で、本提言に関する講演を実施した。
「Ⅰ　新しい広域観光・広域連携の「しくみ」の構築」
　LLP（リさ 后 à 弘リ à 関 関 后 優捐 ， ウ嫈
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を配信し、各案件に対し、情報支援ネット会員企業から前向きな検討希望が21件







48― ―

⑶　新産業創出施策への協力
　経済産業省の産業ク∵

酸ニ省錦掩 ま 𥝱 爵 蘘輂 徯 爵 叨 堲 蕃

酸ニ取て力
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⑩　中経連新規事業支援機構新規事業支援者セミナー
（平成20年２月13日、20日）

　講演　　演題　「産学共同開発の現状と今後
　　　　　　　　　―産業界と大学研究機関の両面からみたあり方―」
　　　　　講師　静岡大学工学部大学院教授　　　　　　上田　芳伸　氏
　基礎コース　１．支援実績と技術系新規事業
　　　　　　　２．技術の見方
　応用コース　１．新規事業PRのポイント




